
◎金融機能の早期健全化のための緊急措置に関する法律の一部を

改正する法律 
（令和元年五月二四日法律第一三号）   

一、提案理由（平成三一年四月一〇日・衆議院財務金融委員会） 

○麻生国務大臣 ただいま議題となりました金融機能の早期健全化のための緊急措置に

関する法律の一部を改正する法律案につきまして、提案の理由及びその内容を御説明さ

せていただきます。 

 預金保険機構の金融機能早期健全化勘定に属する剰余金につきましては、会計検査院

の平成二十七年度決算検査報告におきまして、適時に国庫に納付したり、預金保険機構

の財務の健全性を維持するために活用したりするため、必要な制度を整備するなど抜本

的な方策を検討するよう、意見が表示をされております。 

 また、これまでに、衆議院本会議及び参議院決算委員会それぞれにおきましても、同

じ趣旨の議決等がなされております。 

 本法案は、これらの議決等を踏まえ、預金保険機構の金融機能早期健全化勘定に属す

る剰余金を活用するため、金融機能早期健全化業務が終了する日より前にその剰余金を

国庫に納付することができるようにするとともに、金融機能早期健全化勘定から金融再

生勘定に繰入れをすることができることとするものであります。 

 以上が、金融機能の早期健全化のための緊急措置に関する法律の一部を改正する法律

案の提案の理由及びその内容であります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同くださいますようお願いを申し上げます。 

二、衆議院財務金融委員長報告（平成三一年四月二三日） 

○坂井学君 ただいま議題となりました法律案につきまして、財務金融委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、預金保険機構の金融機能早期健全化勘定の剰余金を活用するため、金融機能

早期健全化業務が終了する日よりも前にその剰余金を国庫に納付できるようにするとと

もに、金融機能早期健全化勘定から金融再生勘定に繰入れをすることができるようにす

るものであります。 

 本案は、去る四月九日当委員会に付託され、翌十日麻生国務大臣から提案理由の説明

を聴取し、十七日、質疑を行い、質疑を終局いたしました。次いで、討論を行い、採決

いたしましたところ、本案は賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院財政金融委員長報告（令和元年五月一七日） 

○中西健治君 ただいま議題となりました法律案につきまして、委員会における審査の

経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、預金保険機構の金融機能早期健全化勘定に属する剰余金を活用するため、



金融機能早期健全化業務の終了の日前における国庫納付について定めるとともに、金融

機能早期健全化勘定から金融再生勘定への繰入れをすることができることとするもので

あります。 

 委員会におきましては、平成金融危機への対応策の効果と教訓、剰余金の算定根拠と

その妥当性、剰余金を金融再生勘定へ繰入れ可能とする理由等について質疑が行われま

したが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終了し、討論に入りましたところ、日本共産党を代表して大門実紀史委員より

本法律案に反対する旨の意見が述べられました。 

 討論を終了し、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 


